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児童生徒が、自分の

学びを実感し、確認

できる振り返りを！

＊授業改善に向けて＊ 

          

            ●ねらいの提示が定着しています       ●話し合う活動は学びを深めることにつながっています      ●考えをまとめる活動は学習の定着にもつながっています 
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グラフの見方：児童生徒質問紙の４段階回答のうち「１当てはまる」「４当てはまらない」と回答した児童生

徒の平均正答率の関係を示しています。

昨年度までに受けた授業では、各教科などで学んだことを
生かしながら、自分の考えをまとめる活動を行っていた
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ねらいと振り返りが授業の中で着実に定着してきています

％ ねらいの提示と振り返りの実施の肯定的回答の推移(小 4 小 5 中 2 平均)

ねらいの提示は 

90％程度を維持

振り返りの実施は 

60％→74％に！

必然性のある話し合い 

活動を設定する
考えをまとめる活動を 

意図的・計画的に設定する

児童生徒の興味関心を 

高めるねらいを提示する

授業のポイント

調査結果から

学級の児童生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考え
を深めたり、広げたりすることができている

児童生徒が学びを振り返る

場面を設定する
↑「
と
ち
介
の
学
び
」

○子どもたちの言葉や気付きをとり入れる 

○分かりやすい言葉で示す 

○効果的なタイミングで提示する

次の授業へ
どれも「とち介の学び～

ゴールを見すえた授業づ

くり」とつながります

※授業のゴールに応じて学習活動を設定します

○なぜ話し合うか、何のための話し合いか 

を明確にし、目的意識をもった活動にする

○単元のゴールを見据えて活動を位置付ける 

○ICT は必要な場面を選んで活用する 


